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令
和
二
年
度
島
根
県
公
立
高
等
学
校
入

学
予
定
の
生
徒
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
、

こ
の
度
は
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

生
徒
の
皆
様
は
夢
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば

た
く
第
一
歩
と
し
て
迎
え
た
受
験
ま
で
の
多

大
な
努
力
。
そ
し
て
そ
の
姿
を
見
守
り
陰
な

が
ら
支
え
応
援
さ
れ
た
保
護
者
の
皆
様
の
お

喜
び
は
ひ
と
し
お
の
事
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
高
校
生
活
で
過
ご
す

日
々
が
心
身
と
も
に
豊
か
な
る
こ
と
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

高
等
学
校
は
お
子
様
の
人
生
に
お
い
て

僅
か
三
年
間
で
す
が
、
将
来
の
自
身
の
姿
を

具
体
的
に
描
く
大
切
な
時
間
と
な
り
ま
す
。

学
業
や
専
門
的
な
知
識
・
技
術
だ
け
で
な

く
、
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
や
繋
が
り
を

学
ぶ
大
切
な
三
年
間
で
あ
り
、
大
人
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
ま
で
の
道
の
り
に
は
学
校
だ

け
で
な
く
家
庭
・
地
域
の
皆
様
の
力
と
連
携

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
事
を
ご
承
知
頂
き
、

重
ね
て
学
校
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

本
年
は
教
育
に
お
い
て
も
大
き
な
変
化

を
迎
え
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
二
〇
二
〇
教

育
改
革
に
伴
い
新
学
習
指
導
要
領
の
導
入
、

英
語
改
革
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
に
と
っ

て
も
関
心
の
高
い
大
学
入
試
改
革
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
知
識
・
技
能
の
習
得

を
重
視
す
る
教
育
か
ら
、
今
後
は
そ
れ
ら
を

習
得
し
た
上
で
、
社
会
で
ど
う
役
立
て
る
の

か
「
自
分
で
考
え
・
表
現
し
・
判
断
す
る

事
」
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
が

重
要
と
さ
れ
ま
す
。

島
根
県
に
は
全
国
で
先
駆
け
と
な
っ

た
、
他
県
の
生
徒
を
受
け
入
れ
る
〝
し
ま
ね

留
学
〞
が
あ
り
ま
す
。
地
域
・
環
境
・
方

言
・
習
慣
が
異
な
る
同
年
代
の
友
人
と
の
関

わ
り
に
よ
っ
て
島
根
の
子
ど
も
た
ち
は
心
身

共
に
成
長
し
、
他
者
を
思
い
や
る
心
が
自
然

に
芽
生
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
島
根
で
教
育

を
受
け
た
他
県
の
子
ど
も
た
ち
は
心
の
ふ
る

さ
と
島
根
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術
・
愛
情
を

そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
持
ち
帰
り
島
根
の
学
び
を

実
ら
せ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。
こ
の
豊
か
な

環
境
の
あ
る
本
県
は
教
育
県
と
し
て
既
に
大

き
な
改
革
を
成
し
遂
げ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

今
夏
、
八
月
二
十
日
・
二
十
一
日
に
い

よ
い
よ
「
第
七
〇
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
島
根
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
島
根
県
高
Ｐ
連
で
は
実
行
委
員
会
が
中

心
と
な
り
加
盟
校
三
十
六
校
一
丸
と
な
っ
て

全
国
約
一
万
人
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
を
お
招

き
し
て
、
現
代
・
未
来
の
教
育
そ
し
て
島
根

県
の
魅
力
を
発
信
す
る
大
変
意
義
の
あ
る
大

会
で
す
。
こ
の
大
会
を
通
じ
各
校
か
ら
島
根

県
全
体
、
そ
し
て
全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の

ご
縁
が
結
ば
れ
る
事
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
一
人
で

も
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
の
お
力
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
何
卒
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
二
〇
二
〇

年
・
夏
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
力
で
島
根
県
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
!!

さ
て
、
公
立
高
等
学
校
に
入
学
さ
れ
た

生
徒
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
各
高
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
（
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
に
入
会
さ
れ
ま
す
と

同
時
に
島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

（
県
高
Ｐ
連
）
の
会
員
と
な
ら
れ
ま
す
。
ご

入
会
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
も
と
よ
り
、
高
Ｐ
連
活
動
に

も
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ

の
高
Ｐ
連
だ
よ
り
号
外
で
は
、
簡
単
に
高
Ｐ

連
の
活
動
の
紹
介
と
、
裏
面
に
は
高
Ｐ
連
に

関
わ
る
保
険
の
ご
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

私
ど
も
県
高
Ｐ
連
も
様
々
な
活
動
を
通

し
て
、
保
護
者
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
入
学
予
定
の

　
　保
護
者
の
皆
様
へ

　
私
た
ち
島
根
県
高
Ｐ
連
が
加
盟
す
る
全
国
高
Ｐ
連
は
、
毎
年
９
地
区
を
持
ち
回
り
で
全
国
大
会
を
開
催
し
、
教

育
課
題
や
学
校
・
地
域
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
話
合
い
、
全
国
の
会
員
と
の
交
流
を
深
め
る
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
は
中
国
・
四
国
地
区
と
し
て
島
根
県
高
Ｐ
連
が
主
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
度
よ
り
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
準
備
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
参
加
す
る
会
員

の
皆
さ
ん
は
１
０
，
０
０
０
人
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
今
ま
で
島
根
県
で
は
開
催
事
例
が
な
い
よ
う
な

大
き
な
大
会
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
会
を
準
備
・
企
画
、
運
営
す
る
に
あ
た
り
島
根
県
高
Ｐ
連
全
加
盟
校

（
36
校
）
が
一
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
今
後
の
各
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
島
根
県

高
Ｐ
連
の
活
動
の
推
進
力
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。
ど
う
か
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
次

に
開
催
概
要
を
簡
単
に
記
し
て
お
き
ま
す
。

●
期
日

２
０
２
０
年
８
月
19
日
（
水
）
午
後
：
諸
会
議

８
月
20
日
（
木
）
午
後
：
研
究
協
議
（
分
科
会
６
会
場
）

８
月
21
日
（
金
）
午
前
：
全
体
会
（
式
典
、
講
演
等
）

●
開
催
場
所

・
全
体
会
会
場
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
主
会
場
）
、
松
江
市
総
合
体
育
館
（
副
会
場
）

・
分
科
会
会
場
　
松
江
市
（
全
体
会
の
２
会
場
と
島
根
県
民
会
館
）
、
安
来
市
（
安

来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
）
、
雲
南
市
（
三
刀
屋
文
化
体
育
館
）
、

出
雲
市
（
出
雲
市
民
会
館
）

●
大
会
テ
ー
マ

メ
イ
ン
テ
ー
マ
　
「
ご
縁
（
え
ん
）
づ
く
り
」

サ
ブ
テ
ー
マ
　
〜
い
い
ご
縁
を
つ
な
ご
う
世
界
へ
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
〜

島
根
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
全
国
高
Ｐ
連
大
会
島
根
大
会
開
催

シンボルマーク

島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
副
会
長

（
島
根
県
立
浜
田
水
産
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

豊
田
さ
ゆ
り

県
高
Ｐ
連
の
組
織
と
活
動
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

●
会
員

島
根
県
の
公
立
高
等
学
校
す
べ
て
が
加
入
す
る
組

織
で
す
。
会
員
数
は
約
１
５
、
３
０
０
人
で
す
。

●
目
的
と
事
業

県
内
公
立
高
等
学
校
相
互
の
密
接
な
連
絡
提
携
を

保
ち
、
高
校
教
育
の
振
興
と
生
徒
の
福
祉
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
次
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

⑴
高
校
教
育
の
振
興

⑵
教
育
委
員
会
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携

⑶
会
員
の
研
修

⑷
生
徒
の
健
全
育
成

⑸
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
こ
と

●
負
担
金
（
会
費
）

生
徒
一
人
年
額
６
０
０
円
で
す
。

●
会
議

⑴
総
会

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
、
副
会
長
（
校
長
、
副
校

長
）
を
代
議
員
と
し
て
、
毎
年
一
回
開
催
し
ま

す
。

⑵
評
議
員
会

会
長
・
副
会
長
の
他
、
地
区
代
表
の
評
議
員
と

所
属
校
校
長
で
構
成
し
、
年
三
回
程
度
開
催
し

ま
す
。

⑶
委
員
会

総
務・研
修
委
員
会
と
生
徒・進
路
委
員
会
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
評
議
員
で
構
成
し
、委
員
長
が
招
集
し
ま

す
。

●
令
和
２
年
度
の
主
要
行
事
予
定

⑴
島
根
県
高
Ｐ
連
総
会

　
期
日
：
６
月
13
日
（
土
）

　
会
場
：
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
）

⑵
中
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会
広
島
大
会

期
日
：
７
月
10
日
（
金
）

会
場
：
広
島
市
文
化
交
流
会
館
広
島
文
化
学
園

　
　
　
　
Ｈ
Ｂ
Ｇ
ホ
ー
ル
（
広
島
市
）

⑶
全
国
高
Ｐ
連
大
会
島
根
大
会

期
日
：
８
月
19
日
（
水
）
〜
　
21
日
（
金
）

会
場
：
左
記
参
照

⑷
高
Ｐ
連
研
修
会

期
日
：
10
月
24
日
（
土
）

会
場
：
大
田
市
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル

⑸
島
根
県
幼
こ
ど
も
園
・
小
中
・
高
・
特
別
支
援

Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
研
修
会

期
日
：
11
月
28
日
（
土
）

会
場
：
大
田
市

●
高
Ｐ
連
だ
よ
り
の
発
行

７
月
と
12
月
の
年
二
回
発
行
し
ま
す
。

●
事
務
局

場
所
：
松
江
市
黒
田
町
５
３
８

電
話
：
０
８
５
２―

２
２―

８
６
０
２

Ｈ
Ｐ
：https://shim

akp.jp/
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島
根
県
高
Ｐ
連
で
は
、生
徒
の
健
康
維
持
増
進
を
目
的
と
し
、

次
の
よ
う
な
保
険
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。詳
細

は
、島
根
県
高
Ｐ
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
賠
償
責
任
補
償
制
度

島
根
県
高
Ｐ
連
が
主
催
す
る
賠
償
責
任
補
償
制
度
で
す
。

⑴
補
償
の
内
容

日
本
国
内
に
お
い
て
発
生
し
た
生
徒
の
行
為
＊
に
起
因
し

て
、
他
人
の
身
体
・
生
命
を
害
し
、
ま
た
は
他
人
の
財
を
損

壊
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
生
徒
ま
た
は
そ
の
親
権
者
等
の
法

定
監
督
義
務
者
が
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ

と
に
よ
る
損
害
を
補
償
し
ま
す
。

＊
日
本
国
内
に
お
け
る
生
徒
の
行
為
を
24
時
間
補
償
し
ま
す
。

　
（
課
外
授
業
中
や
日
常
生
活
に
起
因
す
る
事
故
も
生
徒

に
過
失
が
あ
る
場
合
は
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

⑵
掛
金
と
加
入
手
続
き

年
間
一
人
あ
た
り
３
０
０
円
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
単
位
で
団

体
加
入
し
ま
す
。

⑶
加
入
者
数

県
高
Ｐ
連
加
入
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
て
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

⑷
事
故
の
報
告

事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
生
徒
・
保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

取
扱
代
理
店
に
連
絡
し
ま
す
。

●
島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
高
校
生
総
合
保
障
制
度

　
⑴
保
険
の
特
長
（
下
記
に
詳
細
）

・
県
高
Ｐ
連
が
推
薦
す
る
団
体
保
険
で
す
。

・
生
徒
の
保
護
者
が
入
学
時
に
任
意
で
加
入
し
ま
す
。

・
生
徒
の
傷
害
と
賠
償
責
任
に
つ
い
て
24
時
間
補
償
し
ま
す
。

・
補
償
期
間
は
４
月
よ
り
一
年
間
で
す
。

　
（
中
止
の
申
出
が
な
い
方
は
、
高
校
３
年
生
ま
で
自
動
更
新

さ
れ
ま
す
）

　
⑵
加
入
者
数

加
入
者
は
５
，
６
３
２
人
で
、
全
生
徒
数
の
約
40
％
に
相
当

し
ま
す
。
（
２
０
１
９
年
度
）

　
⑶
団
体
割
引

団
体
保
険
で
あ
る
た
め
、
保
険
料
が
約
34
％
割
引
と
な
り
ま

す
。
（
２
０
２
０
年
度
）

　
⑷
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス
（
国
内
の
み
）

「
個
人
賠
償
責
任
補
償
」
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス
が
付
帯
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
⑸
加
入
手
続
き

各
高
校
か
ら
合
格
者
に
送
付
さ
れ
る
資
料
の
な
か
に
募
集
書

類
が
あ
り
ま
す
。

３
月
下
旬
の
各
高
校
の
合
格
者
出
校
日
に
申
込
書
を
学
校
に

提
出
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
申
込
し
た
場
合
は
、
４
月
１
日

よ
り
補
償
さ
れ
ま
す
。

　
⑹
事
故
の
報
告

事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、生
徒・保
護
者
か
ら
加
入
者
証
記
載

の「
事
故
の
ご
連
絡
先
」か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
報
告
し
ま
す
。

く
れ
た
り
、
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
と
き
も
思
い
を
伝
え

よ
う
す
る
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
一
番
戸
惑
っ
た
の
は
食
事
で
す
。
油
分
が
多
い
食
事

ば
か
り
で
、
体
調
管
理
の
た
め
に
自
分
た
ち
で
自
炊
を

し
て
レ
ー
ス
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
も
日
本
の
大

会
で
は
味
わ
え
な
い
貴
重
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
遠
征
で
得
た
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
援
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
橋
優
也
選
手
（
三
刀
屋
高
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
）

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
パ
ー
マ
ス
ト
ン
ノ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
た
Ｕｰ

18
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出

場
し
ま
し
た
。
初
め
て
世
界
の
舞
台
で
戦
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
成
長
で
き
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
予
選
リ
ー
グ
の
第
一
戦
と
第
二
戦
で
は
自
分
の
プ

レ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
チ
ー
ム
は
勝
利
し
ま
し

た
が
個
人
的
に
は
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
結
果
を

求
め
す
ぎ
て
い
た
こ
と
を
反
省
し
、
第
三
戦
の
デ
ン

マ
ー
ク
と
の
試
合
で
は
自
分
の
ス
イ
ン
グ
で
強
い
打
球

を
打
つ
こ
と
だ
け
に
集
中
し
た
結
果
、
二
本
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
試
合
を
き
っ

か
け
に
落
ち
着
い
て
自
分
の
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
予
選
ラ
ウ
ン
ド

を
全
勝
で
一
位
通
過
し
、
そ
の
後
の
ス
ー
パ
ー
ラ
ウ
ン

ド
で
も
全
勝
し
て
決
勝
戦
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
決
勝
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
は
そ
れ
ま
で
の
試
合
と

は
違
い
と
て
も
緊
張
感
が
あ
り
、
盛
り
上
が
り
も
最
高

潮
で
し
た
。
先
に
二
点
を
先
制
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本

チ
ー
ム
の
全
員
が
こ
の
チ
ー
ム
な
ら
必
ず
逆
転
で
き
る

と
信
じ
、
焦
る
こ
と
な
く
日
本
ら
し
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

で
少
し
ず
つ
流
れ
を
引
き
寄
せ
逆
転
勝
ち
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
全
勝
で
目
標
の
世
界
一
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
に
あ
た
り
本
当

に
た
く
さ
ん
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
が
あ
り
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
大
会
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
活
か
し
て

も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
、
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
で
プ
レ
ー
で
き
る

選
手
を
目
指
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
県
高
Ｐ
連
で
は
、
当
連
合
会
に
所
属
す
る
高
等
学
校

の
生
徒
や
そ
の
生
徒
を
指
導
す
る
学
校
の
指
導
者
が
ス

ポ
ー
ツ
競
技
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
・
審
査
会
等
の
世
界
大

会
に
日
本
を
代
表
し
て
出
場
す
る
場
合
に
、
そ
の
栄
誉

を
称
え
、
健
闘
を
期
待
し
て
会
長
激
励
費
を
贈
呈
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
今
回
、
カ
ヌ
ー
競
技
で
出
雲
農
林

高
校
の
飛
口
慧
実
選
手
と
垣
田
要
選
手
が
二
月
十
一
〜

十
七
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
オ
セ
ア
ニ

ア
・
カ
ヌ
ー
・
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
に
出
場
し
、
見
事

優
勝
し
た
。
ま
た
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
三
刀
屋
高

校
の
大
橋
優
也
選
手
が
二
月
十
三
日
〜
三
月
三
日
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
Ｕｰ

18
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
し
、
日
本
チ
ー
ム
は
見

事
優
勝
し
た
。

　
以
下
、
三
人
の
選
手
の
手
記
で
あ
る
。

飛
口
慧
実
選
手
（
出
雲
農
林
高
校
カ
ヌ
ー
部
）

　
今
回
の
大
会
は
、
初
海
外
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
で
は
、
私
た
ち
の
全
て
を
出
し

切
り
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
外
の
選
手
た
ち
は
、
相
手
に
勝
つ
こ
と
よ
り
も
自
己

ベ
ス
ト
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
レ
ー
ス
に
挑

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
会
話
は
、
最
初
は
相
手
が
何
を
言
っ
て
い
る
か
全
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
こ
と
を

自
分
た
ち
で
全
て
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
大

変
で
し
た
が
、
と
て
も

い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
感
じ
た
の

は
、
英
語
は
話
せ
て
も

全
然
聞
き
取
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
回

の
遠
征
で
感
じ
た
こ
と

を
後
輩
に
伝
え
て
い
く

と
共
に
、
進
学
先
で
も

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

垣
田
要
選
手
（
出
雲
農
林
高
校
カ
ヌ
ー
部
）

　
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
オ
セ
ア
ニ
ア
選
手
権
に
出

場
し
ま
し
た
。
こ
の
三
年
間
、
国
際
大
会
出
場
に
向
け

て
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
緊
張
や
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
高
校
最
後
の
レ
ー
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
海
外
の
選
手
は
年
下
で
も
大
人
の
よ
う
な
体
つ
き
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
る
く
話
し
か
け
て
き
て

　
県
高
Ｐ
連
で
は
、
当
連
合
会
に
所
属
す
る
高
等
学
校

の
生
徒
や
そ
の
生
徒
を
指
導
す
る
学
校
の
指
導
者
が
ス

ポ
ー
ツ
競
技
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
・
審
査
会
等
の
世
界
大

会
に
日
本
を
代
表
し
て
出
場
す
る
場
合
に
、
そ
の
栄
誉

を
称
え
、
健
闘
を
期
待
し
て
会
長
激
励
費
を
贈
呈
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
今
回
、
カ
ヌ
ー
競
技
で
出
雲
農
林

高
校
の
飛
口
慧
実
選
手
と
垣
田
要
選
手
が
二
月
十
一
〜

十
七
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
オ
セ
ア
ニ

ア
・
カ
ヌ
ー
・
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
に
出
場
し
、
見
事

優
勝
し
た
。
ま
た
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
三
刀
屋
高

校
の
大
橋
優
也
選
手
が
二
月
十
三
日
〜
三
月
三
日
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
Ｕｰ
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ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
し
、
日
本
チ
ー
ム
は
見

事
優
勝
し
た
。

　
以
下
、
三
人
の
選
手
の
手
記
で
あ
る
。

飛
口
慧
実
選
手
（
出
雲
農
林
高
校
カ
ヌ
ー
部
）

　
今
回
の
大
会
は
、
初
海
外
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
で
は
、
私
た
ち
の
全
て
を
出
し

切
り
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
外
の
選
手
た
ち
は
、
相
手
に
勝
つ
こ
と
よ
り
も
自
己

ベ
ス
ト
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
レ
ー
ス
に
挑

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
会
話
は
、
最
初
は
相
手
が
何
を
言
っ
て
い
る
か
全
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
こ
と
を

自
分
た
ち
で
全
て
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
大

変
で
し
た
が
、
と
て
も

い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
感
じ
た
の

は
、
英
語
は
話
せ
て
も

全
然
聞
き
取
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
回

の
遠
征
で
感
じ
た
こ
と

を
後
輩
に
伝
え
て
い
く

と
共
に
、
進
学
先
で
も

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

垣
田
要
選
手
（
出
雲
農
林
高
校
カ
ヌ
ー
部
）

　
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
オ
セ
ア
ニ
ア
選
手
権
に
出

場
し
ま
し
た
。
こ
の
三
年
間
、
国
際
大
会
出
場
に
向
け

て
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
緊
張
や
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
高
校
最
後
の
レ
ー
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
海
外
の
選
手
は
年
下
で
も
大
人
の
よ
う
な
体
つ
き
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
る
く
話
し
か
け
て
き
て

島
根
県
高
Ｐ
連
の

　
　
　
　
　
関
わ
る
保
険
に
つ
い
て

オ
セ
ア
ニ
ア
・
カ
ヌ
ー
・
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権

男
子
Ｕｰ

18
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

会
長
激
励
費
贈
呈

金メダルと優勝カップを手に
記念撮影する大橋優也選手

シドニー国際レガッタコースにて
左：飛口慧実選手　右：垣田要選手


